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○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか？ 

 本校 全国 

Ｈ30 67.6（95.8） 70.7（94.9） 

Ｈ29 62.0（89.8） 66.1（91.9） 

Ｈ28 71.7（94.5） 69.3（92.8） 

Ｈ27 67.1（95.9） 72.0（93.7） 

「人の役に立つ人間になりたいか」は平成２８年度を除き、全国平均を下回り、本年度は全国比-３．１ｐｔになりま

した。中学生のこの時期には、近い将来に社会人になることをもっと自覚させるために、地域ボランティアや福祉体

験等を取り入れた学校教育や家庭教育が必要であると考えます。 

    【自尊感情について】【自尊感情について】【自尊感情について】【自尊感情について】    

○ 自分に良いところはあると思いますか？ 

 本校 全国 

Ｈ30 23.9（81.6） 33.7（78.8） 

Ｈ29 24.1（82.3） 28.2（70.7） 

Ｈ28 22.8（72.8） 27.4（69.3） 

    「自分にはよいところがあるか」はこれまでも全国平均より下回っていますが、本年度は全国比-９．８ｐｔとなり、特

に低く数値でした。世界にたった一人の存在である自分を大切に思えないのか、また、周りに気を遣いすぎて自分

らしさが出せないでいるのかなといろいろ心配をします。本年度は、生徒の自己肯定感を高めるために、教育相談

において、担任が生徒の良いところを伝えたり、行動を褒めたりするようにしています。今後も全教員が、授業だけ

でなく学校生活全体を通して、生徒の良いところを見つけ、それを生徒に表明するよう取り組んでいきます。 

【授業について】【授業について】【授業について】【授業について】    

   本年度質問項目から外れた「授業の中で目標が示されていたと思うか」については、全国的には達成されたとい

うことでしょうが、本校では課題の一つです。昨年度は、「あてはまる」と答えた生徒は４５．６％で、全国比－７．５ｐｔ

でした。また、「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたか」は１７．７％で、全国比－７．６ｐｔでした。

このことを反省し、本年度は、すべての教室に、本時の「ねらい」と「ふりかえり」の表示をマグネット版で作成し、す

べての授業で活用しています。このことにより、教師は１時間１時間の授業構想を今まで以上に考えることになりま

した。そしてこの積み重ねが「良い授業」や「わかりやすい授業」を構築していくことになります。 

○ 生徒の間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか？ 

 本校 全国 

Ｈ30 47.9（84.5） 32.4（76.3） 

Ｈ29 22.8（68.4） 19.7（64.8） 

Ｈ28 29.3（66.3） 20.2（66.8） 

Ｈ27 13.7（67.1） 18.4（62.9） 

「生徒の間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」は、本

年度大幅に増加し４７．９％となり、全国比１５．５ｐｔ高くなりました。本校では、アクティブラーニングという手法を数

年前から授業に取り入れ、小グループによる話し合い活動を多く取り入れてきました。全ての教科で「授業目標」に

基づいて、生徒同士で意見交流を図り、ともに考え合う授業が成果となっていると考えています。 

 

 

 

校長のつぶやき校長のつぶやき校長のつぶやき校長のつぶやき     「保護者の皆さん、このことをどう思いますか？」 

本校では、毎日８時３０分になると、各学年の教員が、「保護者から欠席や遅刻の連絡が入らず、まだ登校していない

生徒」の保護者に電話を入れています。毎日全校で５～６名ほど、電話確認をしなければなりません。しかもそのほとんど

は、毎日のように連絡を入れなくてはならない家庭や連絡がつかない家庭です。朝のこの時間帯は、教員が授業の準備

や教師間の打合せ等をする時間です。また、生徒が自宅を出て、一定の時間登校しない場合は、警察に依頼をすること

になっています。欠席や通院等で遅刻をする場合は、保護者の責任として、８時２０分までに学校に電話で連絡をいただ

きたく思います。本校の教員が、本来の業務に専念できるように、ご理解ご協力いただきたく思います。 


